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月月

大大

役
所

、
会

社
の

年
度
始
め
、

新
学
年
、

新
入

社
等

、
新
し
い

何
か

が
動

き
始

め
る

躍
動

の
月

で
あ
る
。

気
温
は
日

一
日

と
上
が
り
、

陽
光
も
明

る
さ

と
強

さ
を

増
し

て
く
る
。

上
旬
に
は

南
の

ほ
う

か
ら

桜
前

線
が

順
調

な
ペ

ー
ス

で
北

上
し

て
こ

よ
う
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幼
稚
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小
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、

中
学
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、

高
等

学
校

、
大

学
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で
、

青
少
年
た
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に

と
っ

て
新

入
学
は
一
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関
門
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し
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学
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か
ら

始
ま
る
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。

ま
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、
大

き
な

転
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就
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。

社
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あ
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い
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拶
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も
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を

し
な

け
れ

ば
い

け
な
い
。

こ
と

に
縁
起
の

悪
い

言
葉

を
使

わ
な

い
こ

と
で

あ
る
。
例
え
ば
、
戻
る
、

再
び
、

去
る
、
重

ね
る
、
返
る
（

帰
る
）
、

離
れ
る
、

薄
い
、
・

：
等

、
た
か

が
言
葉
尻
で
は

な
い
か
、

と
思

う
か
も
し

れ
な

い
が

、
め

で
た

い
人

生
の

門
出

に
ト

ラ
ブ

ル
が

な
い

ほ
う

が
望

ま
し
い
。
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】
四
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八

日
は

、
仏

教
の

柤
、

釈
迦
牟
尼

（
し

ゃ
か
む
に
）

が
生

ま
れ

た
日

で
あ
る
。

釈
迦

は
イ

ン
ド

の
ヒ

マ
ラ

ヤ
南
麓

の
迦
毘
羅

（
か

び
ら
）
城
の
王

子
と

し
て

生
ま
れ
、

幼
名

は
悉

達
多
（
し

っ
た

る
た
）
と

い
い
、

三
十

五
歳

で
仏

道
の

悟
り

を
開

い
て
後
、

八
十
歳
で
入
滅
す
る

ま
で

、
四

十
五

年
間

布
教

に
専

そ
の

釈
迦

誕
生
日
、

は
「

花
ま

っ
り

」
と
い
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八
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※
毎
月
大
潮
は
朔
、

望
の

一
圭
一
日

後
に
起
こ
り
、

小
潮
は
上
弦
、

下
弦
の
一

圭
一

日
後
に
起
こ
る
。

○
四
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の

行
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慂
下
弦
＝

下
弦

の
月

を
指
す

一
般
に

っ
て
い

７
。
４
９

３
．
３
５

２
．
５
１

５
．
５
６

激
動
、
多

難
の

時
代
を
Ｉ

歩
ま
れ
１
ヽ

２
　

１
太
平
の

も
と
を
切
り
拓
か
れ
た

昭
和

天
皇

の
誕

生
日

で
あ
る
。

（
平

成
十
元
年
施
行
）

三
一

る
が
、
正

式
に

は
潅
仏
会
（
か
ん

ぶ
つ

え
）

、
仏

生
会

な
ど

と
呼
ば

れ
、

花
で
飾
っ

た
小
さ
な
お
堂

を
作
り
、

誕
生

仏
の

像
を

ま
ん

中
に

安
置
し
、

そ
の

頭
上

か
ら

竹
柄

杓
で

甘
茶

を
三

回
そ

そ
い

で
拝

む
な

ら
わ

し
が
あ
る
。

二
十

九
日
は
「

昭
和

の
日
」
、


